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transient型 VEP解析による多選択肢化の検討
要 旨
脳波には光点滅刺激などで視覚を刺激した際に、後頭部から検出される視覚誘発電位（VEP）
がある。VEPには steady-state型 VEP（SSVEP）と transient型 VEP（TRVEP）の 2種類がある。
SSVEPは 3.5Hz以上の点滅刺激によって得られる、点滅刺激の周波数に同期した正弦波様の電位
を示す。一方、TRVEPは 3.5Hz未満の刺激によって刺激後 300msあたりまで生じる電位のことで
ある。これらの脳波を利用し、ALS患者や手の使えない状況においても利用可能な脳波インタフ
ェースの研究が行われてきた。
これまで SSVEPを評価する際、高速フーリエ変換などの周波数解析が用いられてきたが、点滅
刺激による特徴を得るまでに長い時間を要していた。また SSVEPの得られやすい刺激周波数が、
α波帯付近である 8～13Hzと狭い範囲に限られており、インタフェースとしての選択肢が少ない
という問題点があった。しかし先行研究において、刺激周波数の点滅周期と同タイミングで同期
加算波形分析を行う、TRVEP解析を用いたところ、10Hzという高い刺激周波数でも特徴が得ら
れることがわかり、短時間判別の可能性が示された。さらに同一周波数の光点滅刺激に、位相差
を与えた場合の判別可能性が示されており、TRVEP解析においても位相差による特徴が得られる
ことから、同一周波数と位相差の組み合わせが選択肢として利用できることがわかっている。
本研究では、TRVEP解析をさらに活用すべく、刺激周波数の異なる複数の光点滅刺激を呈示し、
10Hz以外の刺激周波数への TRVEP解析の有効性を検討すると同時に、多選択肢判別の可能性を
検討した。刺激周波数は、10Hz、12Hz、15Hz、20Hzからなる[10-20Hz]と、6.7Hz、7.5Hz、8.6Hz、
10Hzからなる[6.7-10Hz]に、それぞれ非注視を加えた 2通りの組み合わせを用いた。その結果、
10Hz以外の周波数でも TRVEP解析により特徴を得られることがわかったが、提案した刺激周波
数の組み合わせでは、SSVEPの反応に個人差があり、正解判別率も低いためインタフェースとし
て利用できるとは言えなかった。そこで、どの被験者も安定した波形を得られやすい 10Hz及び
12Hzと、それぞれに位相差 90°を与えた 4種類の点滅刺激に、非注視を加えた組み合わせで実
験を行った。その結果 7人中 4人の被験者で 80%以上の正解判別率が得られ、刺激周波数の違い
を利用した多選択脳波インタフェースの可能性が示された。
今後は他の周波数と位相差の組み合わせや、周辺視野と組み合わせることで、さらなる選択肢
の増加が期待される。
